
中山地区  令和５年度 推進交付金：５５０，０００円 

取組み１  地域活性化部会事業 

中山地区地域づくり協議会 地域活性化部会主催 

 

⑴  目的 

「住んで良かったと思える中山づくり」を目指し、地域活性化部会は、

各町会同士の「つながり」をキーワードに、中山をさらに活気に満ち

た地域にするための組織づくりを推進します。 

 

⑵  取組み 

ア 高齢者元気づくり事業 

    高齢者の元気づくり、生きがいづくりを目的に、中山地区内の遊休

荒廃農地を活用し、農作物（加工トマト、エゴマ、花豆）を栽培しま

した。 

  イ 公民館カフェ 

    来館者が気軽にくつろげる場、他の団体やサークルと交流を持て

る場として公民館講座室を使用しコーヒーを提供しました。 

  ウ 公民館カフェボーイ 

    男性の居場所づくり、生きがいづくりを目的に毎月第３水曜日に

焙煎コーヒーの勉強会および実践としてカフェを運営し、住民が気

軽に立ち寄れるコミュニケーションの場を提供する。 

  エ 中山ホームページ運営事業 

    地区のイベントや各種団体の活動報告、地域の動画などについて

地区内外に発信し、広く中山をＰＲしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜公民館カフェ＞ 

＜公民館カフェボーイ＞ 

＜高齢者元気づくり事業＞ 



⑶  今後の展開 

ア 参加者の固定化されてきているため、公民館が発行する「ふるさと 

 なかやまだより」や中山地区のホームページ等での周知を継続して 

行っていく。 

  イ 参加者が固定化されてきているため、周知方法等を検討していく

必要がある。 

  ウ 男性の居場所づくり、生きがいづくり、社会参加を目的に令和２年

度より公民館カフェボーイの活動を開始した。新規の参加者も増加

しており、今後も継続してきたい。 

  エ 地域の風景などを定期的に更新し、地区内外から閲覧してもらえ

るように、工夫を凝らしてホームページを運営している。 

    今年度は、「なかやま体験フェスタ」のアクセスもホームページか

ら行い、多くの方にホームページを閲覧してもらった。 

 

取組み２  福祉対策部会推進事業 
中山地区地域づくり協議会 福祉対策部会主催 

 

⑴ 目的 

   「住んで良かったと思える中山づくり」を目指し、福祉対策部会では、

共に支え・助け合い、安心して健康で心豊かに暮らせる地域づくりえを

推進します。 

 

⑵ 取組み 

   ボランティア活動支援事業 

   町会ごとのボランティア組織を対象にボランティア活動保険に加入

し、ボランティア活動の一部である除雪作業の燃料補助を実施しまし

た。 

 

⑶ 今後の展開 

  町会（常会）お茶飲み会の一層の充実と町会ボランティア活動の支援

を継続して行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



取組み３  防災・環境保全対策部会事業 
中山地区地域づくり協議会 防災・環境保全対策部会主催 

 

⑴ 目的 

   「住んで良かったと思える中山づくり」を目指し、防災・環境保全対

策部会では、安全で安心して暮らせる美しい地域づくりを推進します。 

 

⑵ 取組み 

   景観整備と地区住民の環境意識向上等を目的に、地区内主要道路沿

いの草刈り、ゴミ拾い、芝ざくらの補植などの環境整備を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 今後の展開 

  今後も継続して行っていく。 

 

 

 

 

取組み４  防災・環境保全対策部会事業 
中山地区地域づくり協議会 防災・環境保全対策部会主催 

 

⑴ 目的 

   「住んで良かったと思える中山づくり」を目指し、防災・環境保全対

策部会では、安全で安心して暮らせる美しい地域づくりを推進します。 

 

⑵ 取組み 

   地域ケア会議を実施し、自身の役割を理解することができ、防災意識

の向上に繋がった。部会での知識・経験を活かし、地元町会での防災活

動に繋げることができた。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 今後の展開 

  今後も継続して行っていく。 

 

取組み５  なかやま体験フェスタ 

中山地区地域づくり協議会 地域活性化部会主催 

 

⑴  目的 

「住んで良かったと思える中山づくり」を目指し、地域活性化部会は、各 

町会同士の「つながり」をキーワードに、中山をさらに活気に満ちた地域 

にするための組織づくりを推進します。 

⑵  取組内容 

中山地区は市内でも少子高齢化が進んでいる地区だが、令和元年度に 

作成した地区紹介カタログを元に地区内外の交流人口の増加を目的に 

体験型ワークショップのイベントを立ち上げ、地域内外の交流人口に 

よる地域活性化を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶  今後の展開 

  今後も継続して行っていく。 

 



 


